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1 令和 6 年度 健口トレーニング事業概要 

（1）事業の目的 

この事業は、神戸市の委託事業として、口腔機能低下症と判定された高齢者における、健口

トレーニングの効果明らかにし、神戸市民のオーラルフレイル予防対策の基礎資料を得ること

を目的とする。 

 

（2）対象者 

対象は、令和 5 年度神戸市の「オーラルフレイルチェック事業」を利用した市民で、口腔機

能低下症と判定された以下の者のうち、健口トレーニングを希望した者とした。 

・令和 5 年 9月から令和 6 年 3 月に口腔機能低下症と判定された 65 歳の者 178 人 

・令和 5 年 4月から令和 6 年 3 月に口腔機能低下症と判定された 75 歳の者 604 人 

 

（3）口腔機能測定日程及び測定項目 

1）日程 

 

2）口腔機能の測定項目と方法 （資料 1） 

① 口腔衛生状態（Tongue Coating Index：TCI） 

② 口腔乾燥（口腔水分計：ムーカス®） 

③ 残存歯数（歯科医師による検診） 

④ 舌圧（舌圧計：JMS 舌圧計®） 

⑤ 舌口唇運動機能（オーラルディアドコキネシス：健口くんハンディ®） 

⑥ 嚥下能力（EAT-10、Repetitive Saliva Swallowing Test：RSST） 

⑦ 咀嚼能力（咀嚼能力判定用グミゼリー®） 

 

（4）健口トレーニングの手順及び指導内容 

1）測定結果を提示・説明し、自身の口腔機能の状態を理解してもらう 

2）日常的に実施可能な 3つのトレーニング項目を説明する 

① 歯の清掃：歯ブラシを使用して特に就寝前に丁寧に歯を磨く 

② 舌の清掃：舌ブラシを使用して就寝前または１日１回、舌清掃を行う 

③ ぶくぶくうがい：毎食後と舌清掃後にぶくぶくうがいを行う 

区 第 1 回 日程・会場 第 2 回 日程・会場 開始時刻 定員 

北 区 
2024 年(令和 6 年)11 月 21日(木) 

北区役所 5 階 

2025 年(令和 7 年)2 月 13日(木) 

北区文化センター 

➀13 時 30 分 15 名 

➁15 時 00 分 15 名 

長田区 
2024 年(令和 6 年)12 月 2日(月) 

長田区文化センター 

2025年(令和 7年)2月 24日(月･祝)  

長田区文化センター 

➀13 時 00 分 15 名 

➁14 時 30 分 15 名 

中央区 
2024 年(令和 6 年)12 月 19日(木) 

中央区役所 3 階 

2025 年(令和 7 年)3 月 13日(木)  

中央区役所 8 階 

➀13 時 30 分 15 名 

➁15 時 00 分 15 名 
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3）負担にならない継続期間として 12 週間を設定 

継続ツールとして健口トレーニングカレンダーへのシール貼付と次回持参を依頼 

 

(5）集計客体 

前述の対象者のうち、事業に参加した者は次の通りであった。 
① 年齢と性別 
（第 1 回 健口トレーニング前） 

年齢（歳） 男性（人） 女性（人） 合計（人） 
66 5 6 11 
67 1 9 10 
76 4 15 19 
77 9 19 28 
合計 19 49 68 

 
（第 2 回 健口トレーニング後） 

年齢（歳） 男性（人） 女性（人） 合計（人） 
66 3 6 9 
67 1 8 9 
76 4 11 15 
77 8 16 24 
合計 16 41 57 

 
② 居住区 
（第 1 回 健口トレーニング前） 

居住区 人数（人） 割合（％） 
東灘区 3 4.4 
灘区 3 4.4 

中央区 8 11.8 
兵庫区 2 2.9 
北区 18 26.5 

長田区 1 1.5 
垂水区 12 17.6 
須磨区 7 10.3 
西区 14 20.6 
合計 68 100 
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（第 2 回 健口トレーニング後） 
居住区 人数（人） 割合（％） 
東灘区 2 3.5 
灘区 3 5.3 

中央区 8 14.0 
兵庫区 2 3.5 
北区 13 22.8 

長田区 1 1.8 
垂水区 10 17.5 
須磨区 6 10.5 
西区 12 21.1 
合計 57 100 

 
 
 
 
2 結果の概要 

 

（1）第 1 回健口トレーニング前の口腔機能測定結果  

 

① 口腔衛生状態 

   ＊TCI （口腔機能低下評価基準 50%以上）  

TCI は、平均が 41.0±23.0％で、対象者の 44.1％に口腔衛生状態の不良者が認められた。

男女別では、男性は 63.2％、女性は 36.7％に口腔衛生状態の不良者が認められた。 
 
② 口腔乾燥 
   ＊ムーカス®（口腔機能低下評価基準 27 未満）  
ムーカス®は、平均が 27.6±2.6 で、対象者の 36.8％に口腔乾燥が認められた。 
男女別では、男性は 42.1％、女性は 34.7％に口腔乾燥が認められた。 

 
③ 咬合力 
   ＊残存歯数（口腔機能低下評価基準 20 本未満）       
残存歯数は、平均が 22.2±6.6 本で、対象者の 25.0％が 20 本未満であった。 
男女別では、男性は 21.1％、女性は 26.5％が 20 本未満であった。 
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④ 舌圧 
   ＊JMS 舌圧計®（口腔機能低下評価基準 30kPa 未満）  
舌圧は、平均が 31.3±8.9 kPa で、対象者の 47.1％に低舌圧が認められた。 
男女別では、男性は 52.6％、女性は 44.9％に低舌圧が認められた。 

 
⑤ 舌口唇運動機能低下（オーラルディアドコキネシス）  

＊健口くんハンディ®（口腔機能低下評価基準 いずれか１つでも 6 回/秒未満）  
健口くんハンディ®での/pa/は、平均が 6.1±0.8 回/秒で、対象者の 33.8％に/pa/の運動機能 
低下が認められた。男性は 15.8％、女性は 40.8％に運動機能低下が認められた。 
/ta/は、平均が 5.9±0.8 回/秒で、対象者の 47.1％に/ta/の運動機能低下が認められた。 
男性は 42.1％、女性は 49.0％に運動機能低下が認められた。 
/ka/は、平均が 5.5±0.9 回/秒で、対象者の 60.3％に/ka/の運動機能低下が認められた。 
男性は 73.7％、女性は 55.1％に運動機能低下が認められた。 

 
⑥ 嚥下能力 
   ＊EAT-10（口腔機能低下評価基準 3 点以上）    

EAT-10 は、平均が 4.1±7.1 点で、対象者の 41.1％に嚥下能力の低下が認められた。 
男女別では、男性は 21.1％、女性は 46.9％に嚥下能力の低下が認められた。 
    ＊RSST（口腔機能低下評価基準 3 回未満） 
RSST は、平均が 3.4±2.0 回で、対象者の 36.8％に嚥下能力の低下が認められた。 
男女別では、男性は 21.1％、女性は 42.9％に嚥下能力の低下が認められた。 
 
⑦ 咀嚼能力 

＊咀嚼能力判定用グミゼリー（口腔機能低下評価基準 スケール 2 以下） 
グミゼリーの咀嚼能力は、平均が 3.4±2.0 で、対象者の 32.3％に咀嚼能力の低下が認めら 
れた。男女別では、男性は 26.3％、女性は 34.7％に咀嚼能力の低下が認められた。 

 
⑧ 口腔機能低下症の割合 

＊口腔機能測定項目の７項目中３項目以上該当の場合に口腔機能低下症と判定 
今回の測定項目中、3 項目以上該当した口腔機能低下症と判定された者の割合は、54.4％で

あった。男女別では、男性は 68.4％、女性は 49.0％に口腔機能低下症が認められた。 
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（2）健口トレーニング前後の測定値の比較  

参加した対象者のうち、健口トレーニングの前後とも参加した 57 名を解析対象者として 

測定値を比較した。 

TCI、口腔乾燥、EAT-10、RSST、咀嚼能力は対応のある t 検定、最大舌圧値とオーラ

ルディアドコキネシスは Wilcixon の符号付順位検定で比較し、有意確率は p＜0.05 と

した。残存歯数は前後で変化がなかったことから解析から除外した。 
 
①  総数の比較                    

N＝57 名 

測定項目 
前 後 

有意確率 
平均値±SD 平均値±SD 

口腔衛生状態（TCI） 42.0±23.2 28.1±23.3 <.000 1) 
口腔乾燥（ムーカス） 27.6±2.6 26.3±2.1 <.001 1) 

最大舌圧（舌圧測定器） 31.3±8.9 32.1±9.4 0.11 2） 
オーラルディアドコキネシス/pa/ 6.1±0.8 6.2±0.8 0.48 2） 
オーラルディアドコキネシス/ta/ 5.9±0.8 6.1±0.8 0.04 2） 
オーラルディアドコキネシス/ka/ 5.5±0.9 5.8±0.8 0.06 ２) 

嚥下能力（EAT-10） 4.4±6.8 4.1±6.8 0.18 １) 
嚥下能力（RSST） 3.5±2.0 4.0±2.8 0.82 1) 

咀嚼能力（グミゼリー） 3.5±1.9 4.1±1.9 <.000 ２) 
  １)対応のある t 検定 ２)Wilcixon の符号付順位検定 

 
口腔衛生状態（TCI）、舌口唇運動機能（オーラルディアドコキネシス/ta/）、咀嚼能力 
（グミゼリー）は有意に改善が認められ、口腔乾燥（ムーカス）は有意に悪化していた。 
口腔衛生状態（TCI）は、舌清掃をトレーニングに加えたことで、今まで舌清掃をしていな 
い対象者において舌苔の付着が大きく改善された結果と考える。 
口腔乾燥（ムーカス）は悪化していたが、これは、冬は空気が乾燥しており、加えて暖房で

口腔が乾燥しやすい測定環境であったことが影響していると考えられる。 
他の項目は有意な差は認められなかったが、概ね改善傾向を認めた。 
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② 性別の比較 
 

    N＝男性 16 名、女性 41 名 

測定項目 性別 
前 後 

有意確率 
平均値±SD 平均値±SD 

口腔衛生状態（TCI） 
男性 51.4±17.8 33.0±19.0 0.002 1) 
女性 38.3±24.2 26.2±24.8 0.004 1) 

口腔乾燥（ムーカス） 
男性 26.7±2.97 26.6±2.2 0.83 1) 
女性 27.9±2.4 26.1±2.1 <0.001) 

最大舌圧（舌圧測定器）  
男性 31.5±9.3 32.0±11.1 0.57 2) 
女性 31.1±8.8 32.1±8.9 0.112) 

オーラルディアドコキネシス

/pa/ 
男性 6.5±0.9 6.3±1.0 0.342) 
女性 6.0±0.8 6.1±0.8 0.122) 

オーラルディアドコキネシス

/ta/ 
男性 6.1±0.6 6.1±0.7 0.972) 
女性 5.9±0.9 6.1±0.8 0.022) 

オーラルディアドコキネシス

/ka/ 
男性 5.6±0.6 5.6±0.7 0.50 2) 
女性 5.6±1.0 5.8±0.8 0.07 2) 

嚥下能力（EAT-10） 
男性 1.6±2.4 1.1±1.2 0.451）  
女性 5.5±7.6 5.3±7.7 0.241） 

嚥下能力（RSST） 
男性 4.8±1.8 4.3±2.1 0.13 1) 
女性 3.0±1.8 3.3±2.3 0.341) 

咀嚼能力（グミゼリー） 
男性 3.8±2.0 4.3±2.1 0.181) 
女性 3.4±1.9 4.0±1.9 <0.001) 

     １)対応のある t 検定 ２)Wilcixon の符号付順位検定 
 
男性は口腔衛生状態（TCI）のみ有意に改善が認められ、女性は口腔衛生状態（TCI）、舌 
口唇運動機能（オーラルディアドコキネシス/ta/）、咀嚼能力（グミゼリー）に有意な改善 
が認められた。口腔乾燥（ムーカス）は女性が有意に悪化していた。 
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③ 年齢別の比較 

N＝前期高齢者 18 名、後期高齢者 39 名 

測定項目 年齢群 
前 後 

有意確率 
平均値±SD 平均値±SD 

口腔衛生状態（TCI） 
前期高齢者 37.9±25.4 21.9±17.7 0.01 1) 
後期高齢者 43.9±22.3 30.9±25.2 0.0021) 

口腔乾燥（ムーカス） 
前期高齢者 27.1±3.3 25.9±2.1 0.081) 
後期高齢者 27.8±2.3 26.4±2.1 0.0031) 

最大舌圧（舌圧測定器）  
前期高齢者 29.4±10.2 31.0±10.2 0.572) 
後期高齢者 32.1±8.3 32.6±8.9 0.11 2) 

オーラルディアドコキネシス

/pa/ 
前期高齢者 6.0±0.8 6.2±0.8 0.34 2) 
後期高齢者 6.2±0.8 6.2±0.8 0.122) 

オーラルディアドコキネシス

/ta/ 
前期高齢者 5.7±1.0 6.2±0.9 0.972) 
後期高齢者 6.1±0.7 6.1±0.7 0.022) 

オーラルディアドコキネシス

/ka/ 
前期高齢者 5.3±1.4 5.8±0.9 0.502) 
後期高齢者 5.7±0.7 5.7±0.8 0.072) 

嚥下能力（EAT-10） 
前期高齢者 7.4±10.2 7.4±10.2 0.851） 
後期高齢者 3.0±3.8 2.6±3.7 0.111） 

嚥下能力（RSST） 
前期高齢者 3.9±2.3 4.3±3.0 0.431) 
後期高齢者 3.4±1.9 3.9±2.8 0.131) 

咀嚼能力（グミゼリー） 
前期高齢者 3.5±2.3 4.7±2.2 0.002 1) 
後期高齢者 3.5±1.8 3.9±1.7 0.031) 
    １)対応のある t 検定 ２)Wilcixon の符号付順位検定 

 

前期高齢者では、口腔衛生状態（TCI）、咀嚼能力（グミゼリー）で、後期高齢者では口腔衛 
生状態（TCI）、舌口唇運動機能（オーラルディアドコキネシス/ta/）、咀嚼能力（グミゼリー） 
で有意に改善が認められた。口腔乾燥（ムーカス） は、後期高齢者で有意に悪化していた。 
前期高齢者（男性 4 名、女性 14 名）では、男性は人数が少ないこともあり有意に改善され 
た項目はなく、女性では咀嚼能力（グミゼリー）で有意に改善が認められた。 
後期高齢者（男性 12 名、女性 27 名）では、男女ともに口腔衛生状態（TCI）で有意に改善 
が認められた。口腔乾燥（ムーカス） は、前期・後期高齢者とも女性で有意に悪化していた。 
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（3）口腔機能低下症の割合 
①総数 

N＝57 名                                  

口腔機能低下症  前（％） 後（％） 
有り 56.1 56.1 
無し 43.9 43.9 

 
② 性別 

N＝男性 16 名、女性 41 名                             

口腔機能低下症  前（％） 後（％） 

男性 
有り 75.0 62.5 
無し 25.0 37.5 

女性 
有り 48.8 53.7 
無し 51.2 46.3 

 
③ 年齢別 

N＝前期高齢者 18 名、後期高齢者 39 名    
口腔機能低下症  前（％） 後（％） 

前期高齢者 
有り 50.0 50.0 
無し 50.0 50.0 

後期高齢者 
有り 59.0 59.0 
無し 41.0 41.0 

 

  

口腔機能低下症の割合は、健口トレーニング前後で変化は見られなかった。 

口腔衛生状態(TCI)は有意に改善していたが、口腔乾燥（ムーカス）は悪化していたので 
項目数に変化が認められなかったことが考えられる。 
今回、個人の結果を基にした個別のトレーニング内容ではなく、集団で同一のトレーニング

内容を実施したが、個別のトレーニングを実施できればさらに改善が期待できる。 
それには、かかりつけ歯科医院での適切なオーラルフレイル対応が予防対策の要と考える。 
また、令和 5 年度の神戸市の「オーラルフレイルチェック事業」で、口腔機能低下症と判 
定された者が対象者であったが、測定機器を使用した結果、約半数が口腔機能低下症に該 
当しなかった。測定値は対象者の当日の体調なども関係する可能性が考えられるが、今 
後、簡便でより精度の高い判定方法を模索する必要性があると考える。 
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（4）アンケート結果（抜粋） 

 ①歯科医院でオーラルフレイルチェックを受けられた際に指導されたことはありますか。 
回答 人数（人） 割合（％） 
ある 30 44.1 
なし 38 55.9 
合計 68 100 

 
②神戸市歯科医師会のオーラルフレイル予防のトレーニング動画（約 5 分）をご覧に 
なりましたか。 

回答 人数（人） 割合（％） 
観た 4 5.9 

観ていない 64 94.1 
合計 68 100 

 
③オーラルフレイル予防のために自分で取り組んだことはありますか。 

またそれはどのくらいの頻度で行いましたか。 
＜口、頬、首のストレッチ＞ 

回答 人数（人） 割合（％） 
毎日 8 11.8 

週 2～3 回 3 4.4 
週１回 6 8.8 

していない 51 75 
合計 68 100 

 
＜口輪筋トレーニング（ほっぺた風船）＞ 

回答 人数（人） 割合（％） 
毎日 3 4.4 

週 2～3 回 2 2.9 
週１回 3 4.4 

していない 60 88.3 
合計 68 100 

 
 
 
 

3-14



令和 6 年度 健口トレーニング事業報告書 

10 
 

＜舌トレーニング＞ 
回答 人数（人） 割合（％） 
毎日 2 2.9 

週 2～3 回 1 1.5 
週１回 4 5.9 

していない 61 89.7 
合計 68 100 

 
＜滑舌トレーニング＞ 

回答 人数（人） 割合（％） 
毎日 3 4.4 

週 2～3 回 3 4.4 
週１回 8 11.8 

していない 54 79.4 
合計 68 100 

 
＜唾液腺マッサージ＞ 

回答 人数（人） 割合（％） 
毎日 2 2.9 

週 2～3 回 1 1.5 
週１回 4 5.9 

していない 61 89.7 
合計 68 100 

 
＜スプーンによる舌押し・吹き戻し＞ 

回答 人数（人） 割合（％） 
毎日 0 0 

週 2～3 回 0 0 
週１回 0 0 

していない 68 100 
合計 68 100 
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④かかりつけ歯科医院はありますか。 
回答 人数（人） 割合（％） 
ある 63 92.6 
なし 5 7.4 
合計 68 100 

 
⑤定期的に歯科健診を受診されていますか。 

回答 人数（人） 割合（％） 
はい 58 85.3 

いいえ 10 14.7 
合計 68 100 

 
⑥健口トレーニングカレンダーの結果とトレーニングに関するアンケート 

＜健口トレーニング頻度＞    ＊ 提出した 56 名の結果を下に示す。 

       
 
 
 
 
 
 

＜トレーニングを実施して何か変化は感じられましたか＞ 
 
 
 
 
 
 

 
⑦歯科医院で口腔機能測定を定期的に受けたいと思われますか。 

 
 
 
 
 
 

 人数（人） 割合（％） 
毎日欠かさずできた 27 48.2 

少しできない時があった 26 46.4 
できない日があった 3 5.4 
全くできなかった 0 0 

合計 56 100 

 人数（人） 割合（％） 
はい 20 35.7 

いいえ 6 10.7 
わからない 30 53.6 

合計 56 100 

 人数（人） 割合（％） 
ぜひ受けたい 14 25 

受けたい 34 60.7 
受けたくない 8 14.3 

合計 56 100 
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⑧健口トレーニング後のアンケート 
参加してみてどうでしたか 

回答 人数（人） 割合（％） 
良かった 53 93.0 
ふつう 4 7.0 
悪かった 0 0 
合計 57 100 

 
ご自身の結果ならびにトレーニング内容は理解できましたか。 

回答 人数（人） 割合（％） 
よく理解できた 50 87.7 
少し理解できた 7 12.3 

理解できなかった 0 0 
合計 57 100 

 
今後、自分で健口トレーニングを続けていけそうですか。 

回答 人数（人） 割合（％） 
できる 29 50.9 

なんとかできる 27 47.4 
ひとりでは難しい 1 1.8 

合計 57 100 
 

今後もこのような口腔機能の検査や説明を継続して受けたいと思いますか。 
 回答 人数（人） 割合（％） 

ぜひ受けたい 25 43.9 
受けたい 29 50.9 

受けたくない 3 5.3 
合計 57 100 

 
オーラルフレイルの講演会などがあったら参加したいですか。 

回答 人数（人） 割合（％） 
参加したい 37 64.9 
参加しない 3 5.3 
わからない 17 29.8 

合計 57 100 
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6 資料    
資料（1）                                                
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資料（2）   
 ＜対象者向け＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料 2-2 
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 ＜保存用＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料 2-3 
 
 
 
 

3-21



令和 6 年度 健口トレーニング事業報告書 

17 
 

資料（3）   
 ＜健口トレーニング内容＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料 2-4 
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 ＜健口トレーニングカレンダー＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料 
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